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環境報告書に対する有識者意見 

◉自社の CO2 排出量の削減

　ＵＲでは、平成30年版環境報告書（2018年公表）

から、早い時点で環境に関する取組とSDGsのゴー

ルを紐づけている点が素晴らしいと思います

（→P10,11）。今後も、CO2排出量等の数値目標の

管理だけではなく、SDGsのゴールにも貢献でき

るような環境対策の推進を期待しています。例え

ばKSI住宅の取組（→P45）では躯体の耐久性や

内装の可変性を高めて、既存団地の長期使用を図

ることで、ライフサイクル全体でのCO2排出量の

抑制が見込めるだけでなく、SDGsのゴール「11

住み続けられるまちづくりを」に貢献すると考え

られます。

◉ウェルビーイングの観点でもアピールを

　近年はウェルビーイングの向上がトレンドに

なっています。この視点も環境報告書に取り入れ

てみてはいかがでしょうか。

　本書でも掲載されているアルミサッシの複層ガ

ラス化による団地住戸の断熱性能向上の取組

（→P18）は、カーボンニュートラルにも貢献する

だけでなく、お住まいの方の健康維持にも効果が

期待できます。さらに木質内装空間は人々の健康

状態に良い効果をもたらすという研究が発表され

ており、従前建物の木材を団地の壁仕上げ材に再

利用する取組（→P46）も、再生可能資源の活用

と健康増進に寄与すると考えられます。このよう

な取組は、ウェルビーイングの向上という視点で

もアピールできるのではないでしょうか。

◉今後期待すること

　上場企業ではスコープ３の開示が義務化されつ

つあります。本書ではスコープ１・２までの開示

に留まりますが、スコープ３の範囲でもCO2排出

量削減に貢献していると考えられる取組も多く掲

載されています。

　例えば、既存団地に対して改修やリニューアル

が行われており、これらの取組は建替えと比べて

エンボディドカーボンの削減、ひいてはライフサ

イクルカーボンの削減に寄与しているのではない

でしょうか。

　今後、既に実施されている取組のCO2排出量削

減効果をさらにアピールすることで、持続可能な

まちづくりに対するＵRの貢献がより広く認識さ

れることを期待します。
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